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原
本
「
其
十
三
」
（
定
本
「
其
十
四
」
）

梧

桐

葉

落

閏

難

知

梧

桐

葉

糞

英

枝

抽

不

計

期

糞

英

只
記
看
花
播
酒
去

明
朝
日
曜
得
間
時

A
 

黄
遵
憲

「
日
本
雑
事
詩
」

原
本
訳
注
稿

本
稿
で
は
、
定
本
『
日
本
雑
事
詩
』
二

0
0
首
が
編
纂
さ
れ
る
過
程
で
修
正
・
削
除
さ
れ
た
、
原
本
に
の
み
残
る
詩
お
よ
び
自
注
に

つ
い
て
の
訳
注
を
試
み
る
。
今
回
の
訳
注
稿
の
範
囲
は
、
定
本
巻
一
相
当
部
分
と
す
る
。

な
お
、
定
本
に
は
清
光
緒
二
十
四
(
-
八
九
八
）
年
長
沙
富
文
斎
重
刊
『
日
本
雑
事
詩
』
（
復
旦
大
学
蔵
本
）
、
原
本
に
は
同
文
館
緊
珍

本
（
九
州
大
学
蔵
本
）
を
使
用
す
る
。
必
要
に
応
じ
て
梧
州
本
（
北
京
国
家
図
書
館
蔵
本
）
、
王
鞘
本
（
投
園
叢
書
所
収
本
）
、
飯
島
訓
点

本
（
東
京
都
立
図
書
館
実
藤
文
庫
本
）
、
清
刊
本
（
実
藤
文
庫
蔵
本
）
を
参
照
す
る
。

落

つ

る

も

知

り

難

く

枝
に
抽
ん
ず
る
も
期
を
計
ら
ず
ゅ

只
だ
記
す
花
を
看
る
に
酒
を
携
え
て
去
く
を

明
朝
は
日
曜
に
し
て
閑
を
得
る
の
時
な
る
に

閏

(

-

)

 

[
韻
字
]
知
・
期
・
時
（
上
平
四
支
）

林

香

奈

劉

雨

珍

訳

注
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韻
の
都
合
で
顛
倒
さ
せ
て
い
る
か
。

⑤
得
聞

梧
桐
の
葉
の
様
子
で
閏
月
を
知
っ
た
故
事
。
こ
こ
で
は
、
古
来
の
方
法
も
あ
て
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
い
う
。
『
太
平
御
覧
』
巻
九

君
を
異
に
す
、
と
。
」
ま
た
「
梧
桐
は
以
て
日
月
に
閏
無
き
を
知
る
、
十
二
葉
を
生
じ
、

五
六
に
「
遁
甲
経
に
日
く
、
梧
桐

一
辺
に
六
葉
有
り
。
下
従
り
数
え
て
一
葉
を
一
月
と
為
す
。
閏
有
ら
ば
、
則
ち
十
三
葉
あ
り
、
葉
の
小
さ
き
者
を
視
れ
ば
、
則
ち
閏
の
何
月
な
る
か
を

同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
見
え
る
。
清
、
陳
元
龍
『
格
致
鏡
原
』
巻
六
十
五
に
も

尭
の
と
き
に
生
じ
た
と
さ
れ
る
瑞
草
。
『
藝
文
類
緊
』
巻
九
十
八
祥
瑞
に
「
白
虎
通
に
日
く
、
…
…
日
歴

は
其
の
分
を
得
、
即
ち
糞
英
は
階
間
に
生
ず
。
糞
英
は
、
樹
の
名
な
り
。
月
に
一
日
一
英
生
じ
、
十
五
日
に
し
て
畢
り
、
十
六
日
に
至
り
、

故
に
灰
は
階
あ
り
て
生
じ
、
以
て
日
月
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
」
『
太
平
御
覧
』
巻
四
に
「
帝
王
世
紀
に
日
く
、
尭
の
時

一
英
去
る
。

草
央
有
り
、
階
あ
り
て
生
じ
、

一
英
を
余
す
、
王
者
は
是
を
以
て
歴
を
占
い
、
唯
だ
盛
徳
の
君
、
和
気
に
応
じ
て
生
ず
、
以
て
尭
の
瑞
と
為
し
、
名
づ

毎
月
朔
日
に
一
ザ
火
を
生
じ
、
月
の
半
ば
に
至
ら
ば
、
則
ち
十
五
英
を
生
じ
、
十
六
日
の
後
に
至
り
て
、
日
に
一
サ
火
を
落
と
す
。
月
の
晦
に
至
り
て
尽
く

る
は
、
月
の
小
く
る
が
若
く
、

枝
か
ら
花
芽
が
出
る
こ
と
。
梁
、
簡
文
帝
「
梅
花
賦
」
（
『
漢
魏
六
朝

百
三
家
集
』
巻
八
十
二
上
・
梁
簡
文
帝
集
）
に
「
謳
を
四
照
の
林
に
吐
き
、
栄
を
五
術
の
路
に
舒
ぶ
。
既
に
玉
の
綴
り
て
珠
の
離
な
る
が
ご
と
き
も
、

且
つ
泳
懸
り
て
雹
布
く
。
葉
は
撒
に
し
て
出
づ
る
も
未
だ
成
ら
ず
、
枝
は
心
を
抽
ん
ず
る
も
故
き
を
挿
す
」
と
あ
る
。
「
抽
心
」
は
花
芽
が
出
る
こ
と
。

こ
の
詩
に
お
け
る
「
抽
」
も
同
義
か
。
唐
、
李
懐
遠
「
鳳
閣
南
顧
愧
樹
半
生
死
」
詩
に
「
庭
愧
歳
月
深
く
、
半
死
に
し
て
尚
お
心
を
抽
す
」
と
あ
る
。

④
第
三
・
四
句

B

①
第
＿
句

も
と
は
「
只
だ
記
す
明
朝
は
日
曜
に
し
て
閑
を
得
る
の
時
な
れ
ば
、
花
を
看
る
に
酒
を
携
え
て
去
く
を
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
押

ひ
ま
を
得
る
。
韓
愈
「
東
都
遇
春
」
詩
（
『
五
百
家
注
昌
黎
文
集
』
巻
四
）
に
「
閑
を
得
る
も
作
す
所

無
し
、
視
聴
を
辞
せ
ん
と
欲
す
る
を
貴
ぶ
」
、
蘇
賦
「
病
中
湘
祖
塔
院
」
詩
（
『
蘇
詩
補
註
』
巻
十
）
に
「
病
に
因
り
て
閑
を
得
る
も
殊
に
悪
し
か
ら
ず
、

心
を
安
ん
ず
る
は
是
れ
薬
に
し
て
更
に
方
無
し
」
と
あ
る
。

け
て
莫
英
と
日
い
、

一
に
歴
英
と
名
づ
け
、

遁
甲
書
の
同
様
の
記
事
を
引
く
。

②
葉
英

一
に
瑞
草
と
名
づ
く
。
」

知
る
。
生
ぜ
ず
ん
ば
、
則
ち
九
州
は
各
お
の
君
を
異
に
し
、
天
下

生
ぜ
ず
ん
ば
、
則
ち
九
州

③
枝
抽
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F
 

方
玄
武
、
昴
は
西
方
白
虎
、
星
は
南
方
朱
雀
に
属
す
る
。

疏
に
「
七
政
は
、
日
月
と
五
星
と
を
謂
う
な
り
。
」

（

マ

マ

）

西
歴
を
用
い
て
自
り
、
三
百
六
十
五
日
を
以
て
一
年
と
為
し
、
二
月
は
止
だ
二
十
八
日
の
み
に
し
て
、

+
、
十
二
は
皆
な
三
十
一
日
、
余
は
則
ち
三
十
日
な
り
。
月
に
閏
を
置
か
ず
し
て
、
日
に
閏
に
至
る
。
約
四
年
に
し
て
一
閏
あ
り
、
閏

な
れ
ば
則
ち
二
月
に
一
日
を
加
う
。
蓋
し
歳
は
実
に
三
百
六
十
五
日
に
し
て
、
其
の
小
余
は
二
五
六
三
六
―
二
為
り
。
故
に
四
年
に
必

ず
閏
を
置
く
な
り
。
其
の
日
を
紀
す
る
に
、
七
政
を
用
い
て
日
月
火
水
木
金
土
を
以
て
序
と
為
し
て
、
之
を
日
に
繋
い
で
月
曜
火
曜
と

（

マ

マ

）

な
す
と
云
う
。
亦
た
安
息
日
を
日
曜
日
に
用
い
て
骰
を
給
う
。
中
歴
の
房
、
虚
、
昴
、
星
の
四
宿
に
当
た
る
な
り
。

暦
の
計
算
に
お
い
て
、
一
年
の
総
日
数
を
六
十
で
割
っ
た
際
に
、
一
日
に
満
た
な
い
数
を
指
す
。
大
余
は
六
十
未
満
の
数
。

日
月
と
五
星
（
木
火
土
金
水
）
。
『
尚
書
』
舜
典
に
「
溶
磯
玉
衡
に
在
り
て
、
以
て
七
政
を
斉
う
。
」
伝
に
「
七
政
は
、
日
月
五
星
各
お
の
政
を
異
に
す
。
」

西
洋
の
暦
を
用
い
て
か
ら
、
三
百
六
十
五
日
を
一
年
と
し
、
二
月
だ
け
は
二
十
八
日
と
し
、

月
は
い
す
れ
も
三
十
一
日
、
他
は
一
二
十
日
と
し
た
。
閏
月
は
置
か
ず
、
閏
日
を
置
い
た
。
約
四
年
に
一
度
閏
日
が
あ
り
、
閏
日
を
設
け

E

①
小
餘

D
 
い
う
こ
と
だ
け
は
わ
か
る
。

梧
桐
の
葉
が
落
ち
て
も
閏
が
い
つ
な
の
か
は
知
り
が
た
く
、
（
尭
の
頃
に
生
じ
た
と
い
う
瑞
草
で
あ
る
）
糞
英
が
枝
か
ら
花
芽
を
伸

ば
し
て
も
、
時
期
は
計
れ
な
い
。
（
西
洋
の
暦
を
導
入
す
れ
ば
、
）
明
日
は
日
曜
で
暇
が
で
き
る
の
で
、
酒
を
携
え
て
花
見
に
行
け
る
と

c
 

③
房
、
虚
、
昴
、
星

一
、
三
、
五
、
七
、

¥‘ J 

い
ず
れ
も
星
の
名
、
二
十
八
宿
の
一
っ
。
房
宿
は
東
方
青
龍
、
虚
宿
は
北

一
、
三
、
五
、
七
、
八
、
十
、
十
二

②
七
政
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B

①
雛
豚

A
 

茅
屋
数
家
籠
に
犬
臥
し

何
処
に
桃
源
有
る
か
を
知
ら
ず

齊哀夕
萎ぽ陽

紅
樹
青
青
と
し
て
又
た
一
村
あ
り

鶏
豚
散
じ

な
ず
な

一
年
は
実
際
に
は
三
百
六
十
五
日
と
、

0
・
ニ
五
六
三
六
―
二
の
余
り
が
あ
る
。
そ
の
た
め
四
年
の

う
ち
に
必
ず
閏
を
置
く
の
で
あ
る
。
そ
の
日
を
秩
序
立
て
る
の
に
、
七
政
（
日
月
と
五
星
）
を
用
い
て
日
月
火
水
木
金
土
に
よ
っ
て
順

番
を
定
め
、
こ
れ
を
日
（
光
）
に
結
び
付
け
て
月
曜
、
火
曜
と
し
た
と
い
う
。
ま
た
安
息
日
を
日
曜
日
と
し
て
休
暇
を
与
え
る
こ
と
と

定
本
の
詩
は
「
紀
年
史
創
春
王
月
、
改
朔
書
焚
夏
小
正
。
四
十
餘
周
偲
甲
子
、
党
占
編
兆
得
横
庚
。
」
自
注
も
完
全
に
改
訂
さ
れ
て

い
る
。
「
其
十
四
訳
注
稿
」
（
『
未
名
』
十
四
号
掲
載
、
一
九
九
六
年
三
月
）
参
照
。

原
本
「
其
十
八
」
（
定
本
「
其
十
九
」
）

夕
陽
紅
樹
散
難
豚

齊
褒
青
青
又
一
村

茅
屋
敷
家
籠
犬
臥

不
知
何
虞
有
桃
源

や
し
な

鶏
と
豚
。
『
礼
記
』
大
学
に
「
馬
乗
を
畜
え
ば
、
難
豚
を
察
せ
ず
。
伐
泳
の
家
は
、
牛
羊
を
畜
わ
ず
。
」
鄭
玄
注
に
「
馬
乗
を
畜
う
は
、

士
の
初
め
て
試
み
ら
る
る
を
以
て
大
夫
と
為
る
を
謂
う
な
り
。
伐
泳
の
家
は
、
卿
大
夫
以
上
…
…
雛
豚
牛
羊
は
、
民
の
畜
養
し
て
以
て
利
を
為
す
所
の

と
麦
。
『
淮
南
子
』
に
「
陰
に
午
を
生
ず
、
故
に
五
月
は
小
刑
と
為
す
、
丑
齊
姿

者
な
り
。
」
ま
た
杜
甫
「
刈
栢
了
詠
懐
」
詩
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
二
十
）
に
「
寒
風
草
木
疎
た
り
、
旭
日
②
＿
齊
萎

て

い

れ

き

に

が

亭
歴
枯
る
。
」
『
毛
詩
』
祁
風
・
谷
風
に
「
誰
か
荼
を
苦
し
と
謂
う
、
其

G
 
し
た
。
中
国
に
お
け
る
暦
の
房
、
虚
、
昴
、
星
の
四
宿
に
相
当
す
る
。

る
年
は
二
月
に
一
日
を
加
え
る
。

[
韻
字
]
豚
・
村
・
源
（
上
平
十
三
元
）

難
豚
散
ず
」
と
あ
る
。
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F
 

E

①
渾
朴

な
る
こ
と
常
に
異
な
れ
る
と
。

の
甘
き
こ
と
齊
の
如
し
。
」

③
青
青

草
木
が
茂
る
さ
ま
。
『
毛
詩
』
衛
風
・
洪
奥
に
「
彼
の
洪
の
奥
を
贈
る
に
、
緑
竹
青
青
た
り
。
」
毛
伝
に
「
青
青

茅
葺
き
の
家
。
『
左
伝
』
桓
公
二
年
に
「
清
廟
茅
屋
。
」
杜
預
注
に
「
茅
を
以
て
屋
を
飾
り
、
倹
を
著
す
。
」
杜
甫
「
春
日

江
村
」
詩
其
一
に
「
茅
屋
還
た
賦
す
る
に
堪
え
、
桃
源
自
ら
尋
ぬ
べ
し
。
」

夕
陽
が
樹
木
を
紅
く
染
め
る
頃
、
鶏
や
豚
は
放
し
飼
い
に
さ
れ
て
い
る
。
齊
や
麦
の
苗
は
青
青
と
し
て
い
る
、
そ
の
畑
の
向
こ
う

に
ま
た
―
つ
の
村
が
あ
る
。
茅
葺
き
の
粗
末
な
家
が
数
軒
あ
り
、
籠
に
は
犬
が
寝
て
い
る
。
ど
こ
に
桃
源
郷
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

あ
ぜ

初
め
て
来
り
て
平
戸
に
泊
ま
り
し
時
、
腟
に
循
い
て
行
け
ば
、
夕
陽
の
紅
き
処
、
麦
苗
は
正
に
青
く
、
民
家
を
過
ぐ
れ
ば
、
馬
鈴

薯
有
り
、
之
を
購
わ
ん
と
欲
し
値
を
給
予
す
る
も
受
け
ず
。
民
風
は
渾
朴
に
し
て
、
桃
源
に
入
る
が
如
し
。
【
又
た
聞
く
な
ら
く
長
崎
の

婦
姑
に
は
勃
硲
の
声
無
く
、
道
に
拾
遺
す
る
者
有
ら
ば
、
必
ず
主
と
す
る
所
を
詢
う
て
之
に
帰
す
。
商
人
の
傭
い
し
所
の
客
作
の
人

輛
ち
莞
鍮
を
司
ら
し
む
る
に
、
他
出
て
帰
る
も
、
失
う
者
無
し
、
と
。
盛
ん
な
る
哉
、
此
の
風
、
所
謂
人
の
礼
譲
を
崇
び
、
民
盗

淫
せ
ざ
る
者
か
。
】
聞
く
な
ら
く
、
ニ
―
―
―
十
年
前
は
内
地
に
は
此
の
如
き
も
の
多
き
も
、
今
東
京
、
横
浜
、
神
戸
の
民
、
半
ば
は
狡
酷

質
朴
、
淳
厚
な
さ
ま
。
蘇
轍
「
乞
賜
張
宣
徽
諮
札
子
」
（
『
槃
城
後
集
』
巻
十
六
）
「
（
張
方
平
）
性
は
本
よ
り
渾
朴
、
名
誉
に
近
づ
か
ず
。

終
る
に
臨
ん
で
其
の
子
孫
に
戒
め
て
、
溢
を
請
い
碑
を
立
つ
る
を
許
さ
ず
。
」

平
戸
に
停
泊
し
た
ば
か
り
の
時
、
あ
ぜ
道
に
そ
っ
て
歩
い
て
行
く
と
、
夕
陽
の
赤
く
照
ら
す
頃
に
、
麦
の
苗
が
青
青
と
茂
っ
て
お

D
 
c
 

は
、
茂
盛
の
貌
。
」

④
茅
屋
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要
留
冊
府
在
人
間

①
沃
焦
山
古
代
伝
説
に
お
け
る
東
の
海
の
底
に
あ
る
大
石
の
山
。
郭
瑛
「
江
賦
」
（
『
文
選
』
巻
十
二
）
に
「
信
陽
よ
り
出
で
て
長
く
邁
き
、
大

あ

つ

ま

そ

そ

堅
と
沃
焦
と
に
涼
る
」
と
あ
り
、
李
善
注
が
『
玄
中
記
』
を
引
い
て
「
天
下
の
大
な
る
者
は
、
東
海
の
沃
焦
な
り
。
水
之
に
灌
ぎ
て
已
ま
ず
。
沃
焦

は
山
の
名
な
り
。
東
海
の
南
方
の
三
万
里
に
在
り
」
と
言
う
。

て
い
が
ん
ば
っ
こ

用
其
韻
」
詩
（
『
全
唐
詩
』
巻
三
三
九
）
に
「
提
顔
誅
股
豹
の
両
腱
、
霞
車
虹
靭

B
 

A
 

G
 

②
虹
矧
霞
車

靭
は
引
き
綱
。
霞
車
は
火
の
神
の
車
。
韓
愈
「
陸
渾
山
火
和
皇
甫
堤

こ
く
へ
ん

日
の
穀
幡
」
と
あ
る
。
穀
幡
と
は
車
の
こ
し
き
と
お
お
い
。
こ
こ
で

も
と

冊
府
を
留
め
て
人
間
に
在
ら
し
め
ん
こ
と
を
要
む

よ
く
し
ょ
う

沃
焦
山
な
ら
ん

り
、
民
家
を
通
り
過
ぎ
る
と
、
馬
鈴
薯
が
置
い
て
あ
っ
て
、
代
金
を
支
払
っ
て
買
お
う
と
す
る
が
、
代
金
を
受
け
取
ら
な
い
。
人
民
の

風
気
は
質
朴
で
、
ま
る
で
桃
源
郷
に
入
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
【
中
略
】
ま
た
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
二
三
十
年
前
の
本
州
で
も
こ
の

よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
今
で
は
東
京
や
横
浜
、
神
戸
の
民
の
半
数
は
、
並
々
な
ら
ぬ
狡
猾
さ
で
あ
る
と
い
う
。

定
本
の
詩
は
「
九
州
地
脈
阻
昆
裔
、
神
海
環
濠
水
作
門
。
圃
嬌
方
壺
雖
妄
語
、
分
明
世
外
此
桃
源
。
」
自
注
の
【

同
じ
。
「
其
十
九
訳
注
稿
」
（
『
未
名
』
十
五
号
掲
載
、
一
九
九
七
年
三
月
）
参
照
。

原
本
「
其
二
十
五
」
（
定
本
に
な
し
）

も
し

海
東
倫
是
沃
焦
山
海
東
俯
く
は
是
れ

虹

靱

霞

車

敷

往

還

虹

靭

霞

車

数

往

還

す
あ
た

未
許
六
丁
衝
鐵
壁
未
だ
六
丁
の
鉄
壁
に
衝
る
を
許
さ
ざ
る
に

（
以
上
、
林

[
韻
字
]
山
・
還
・
間
（
上
平
十
五
剛
）

香
奈
）

】
内
は
定
本
に
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D
 
こ
の
世
に
残
そ
う
と
色
々
と
工
夫
し
て
い
る
。

c
 

は
韓
愈
が
詠
ん
だ
陸
渾
山
の
火
と
結
び
つ
け
て
日
本
の
火
山
の
こ
と
を
言
う
。

③
六
丁
道
教
で
は
丁
卯
、
丁
巳
、
丁
未
、
丁
酉
、

T
亥
、
丁
丑
を

べ
ん
き

陰
の
神
と
し
、
天
帝
の
使
者
。
『
後
漢
書
』
孝
明
八
王
列
伝
・
梁
節
王
暢
伝
に
「
従
官
の
下
忌
は
自
ら
能
＜
六
丁
を
使
い
、
善
＜
夢
を
占
う
と
言
う
。
暢

数
卜
筵
せ
し
む
」
と
あ
り
、
李
賢
注
に
「
六
丁
と
は
六
甲
中
の
丁
の
神
を
謂
う
な
り
。
若
し
甲
子
の
旬
中
な
ら
ば
、
則
ち
丁
卯
を
神
と
為
す
。
甲
寅
の

旬
中
な
ら
ば
、
則
ち
丁
巳
を
神
と
為
す
の
類
な
り
。
役
使
の
法
は
、
先
ず
斎
戒
し
、
然
る
後
に
其
の
神
至
り
て
、
遠
方
の
物
を
致
さ
し
め
、
及
び
吉
凶

を
知
る
べ
き
な
り
」
と
あ
る
。
な
お
柳
宗
元
の
作
に
仮
託
し
た
『
河
東
先
生
龍
城
録
』
巻
上
「
上
帝
追
撮
王
遠
知
易
総
」
条
（
百
川
学
海
本
）
に
よ
る

と
、
唐
の
上
元
年
間
（
六
七
四
＼
六
七
六
）
、
台
州
の
道
士
王
遠
知
が
易
を
善
く
し
、
人
の
死
生
禍
福
も
善
く
分
か
り
、
『
易
総
』
十
五
巻
を
作
り
秘
蔵
し

た
。
あ
る
日
、
そ
の
書
物
を
日
に
あ
た
ら
せ
る
と
、
た
ち
ま
ち
雷
雨
が
起
こ
り
、
雲
霧
の
中
に
一
老
人
が
下
り
て
き
て
、
王
遠
知
に
次
の
よ
う
に
怒
っ

て
言
っ
た
。
「
漏
ら
す
と
こ
ろ
の
書
物
は
今
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
私
は
上
帝
に
命
じ
ら
れ
て
六
丁
雷
電
を
率
い
て
そ
れ
を
探
し
求
め
に
来
た
の
だ
」
と
。

王
遠
知
は
恐
れ
て
地
を
掘
る
と
、
立
方
に
六
人
の
青
い
服
を
着
て
い
る
人
達
が
、
す
で
に
書
物
を
捧
じ
て
立
っ
て
い
る
。
そ
の
書
物
が
す
な
わ
ち
『
易
総
』

帝
王
の
書
冊
を
蔵
す
る
と
こ
ろ
。
『
晋
書
』
葛
洪
伝
論
に
「
奇
を
冊
府
に
紬
き
、
百
代
の
遺
編
を
総
ぶ
。
化
を
仙
都
に
紀

し
、
九
丹
の
秘
術
を
窮
む
」
と
あ
る
。

日
本
は
東
の
海
に
位
置
し
て
ま
る
で
沃
焦
山
で
は
あ
る
ま
い
か
。
虹
の
引
き
綱
で
火
の
神
の
車
が
し
ば
し
ば
行
き
来
す
る
よ
う
に

火
山
が
活
発
で
あ
る
。
天
帝
の
使
者
で
あ
る
六
丁
が
居
室
の
鉄
壁
に
当
た
る
よ
う
に
書
物
を
守
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
人
々
は
書
籍
を

亦
た
火
山
有
り
。
遥
か
に
之
を
望
め
ば
、
黒
畑

す
る
の
故
な
り
。
居
室
に
皆
な
土
庫
有
り
。
之
に
博
す
る
に
鉄
を
以
て
す
。

で
あ
る
と
い
う
。

④
冊
府

盤
盤
た
り
。
伊
豆
の
大
島
山
な
り
。
国
中
常
に
火
災
を
患
う
は
、
板
屋
を
以
て
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歯
聾
勝
雪
超
墟
多

欲
輸
民
寵
増
官
努

A
 

G

定
本
で
は
本
詩
と
自
注
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

取
り
つ
け
て
あ
る
。

F
 
陳
平
庫
板
屋
は
、
漸
壊
を
以
て
す
る
者
は
比
比
と
し
て
之
有
り
」
と
あ
る
。

雨
珍
）

⑤
偲
加
え
る
。
取
り
付
け
る
。
『
史
記
』
韓
信
慮
舘
列
伝
に
「
護
軍
中
尉
の

も
の
で
、
面
積
は
約
九
十
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

る。

ま
が
り
め
ぐ
る
さ
ま
。
李
白
「
蜀
道
難
」
詩
（
『
李
太
白
集
』
巻
三
）
に
「
青
泥

②
伊
豆
之
大
島
山

E

①

盤

盤

③
板
屋

板
葺
き
の
家
。

上
に
言
い
て
日
く
、
胡
は
全
て
兵
な
り
。
請
う
に
彊
弩
を
し
て
両
矢
の
外
糊
を
僻
せ
し
め
、
徐
行
し
て
出
囲
せ
よ
、
と
」
と
あ
る
。

日
本
に
は
ま
た
火
山
も
あ
る
。
遠
く
か
ら
そ
れ
を
望
む
と
、
黒
い
煙
が
も
く
も
く
と
立
ち
上
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
伊
豆
の
大
島
山

で
あ
る
。
国
中
が
い
つ
も
火
災
に
見
舞
わ
れ
た
の
は
、
木
造
の
家
屋
だ
か
ら
で
あ
る
。
居
室
に
は
、
み
な
土
蔵
が
あ
っ
て
、
鉄
の
壁
が

原
本
「
其
三
十
九
」
（
定
本
「
其
三
十
九
」
）

萬
戸
姻
青
煮
海
波
万
戸
姻
青
く
海
波
を
煮
る

菌
塩
雪
に
勝
り
墟
に
趙
く
も
の
多
し

い
た

民
寵
よ
り
輸
し
て
官
絡
を
増
さ
ん
と
欲
す
る
も

（
以
上
、
劉

④
土
庫
土
蔵
。
松
浦
清
『
甲
子
夜
話
』
続
篇
巻
五
十
七
に
「
土

何
ぞ
盤
盤
た
る
、
百
歩
九
折

伊
豆
大
島
は
東
京
都
伊
豆
諸
島
の
最
北
に
位
置
す
る
火
山
島
。
富
士
火
山
帯
に
属
す
る
三
原
山
の
噴
出
に
よ
っ
て
で
き
た

が

ん

ら

ん

め

ぐ

巌
轡
を
禁
る
」
と
あ
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c
 

嵯

多
く
の
家
。
班
固
「
西
都
賦
」
（
『
文
選
』
巻
一
）
に
「
千
門
を
張
り
て
万
戸
を
立
て
、
陰
陽
に
順
い
て
以
て
閾
を
開
く
。
」

い
も
が
ゆ

い
煙
。
陸
滸
「
冬
夜
詩
」
（
『
剣
南
詩
稿
』
巻
四
十
八
）
に
「
孤
村
月
白
く
衣
杵
を
聞
く
、
破
寵
煙
青
く
芋
廉
を
煮
る
」
と
あ
る
。

「
題
睦
州
烏
龍
山
祁
居
」
詩
（
『
玄
英
集
』
巻
四
）
に
「
人
世
駆
馳
す
方
丈
の
内
、
海
波
揺
動
す
一
杯
の
中
。
」

は
人
の
精
製
し
た
塩
。
『
説
文
』
に
「
聾
は
歯
な
り
。
天
生
は
歯
と
日
い
、
人
生
は
堕
と
日
う
。
」
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』
巻
十
一
金
石
之
五
「
油
鍼
」
に

「
山
西
の
諸
州
の
平
野
、
及
び
太
谷
、
楡
次
の
高
充
な
る
処
、
秋
間
に
皆
な
歯
を
生
じ
、
之
を
望
む
に
水
の
如
く
、
之
に
近
づ
け
ば
積
雪
の
如
し
。
土
人

利
き
て
之
を
然
て
堕
を
為
す
、
微
か
に
蒼
黄
色
な
る
者
有
り
、
即
ち
歯
堕
な
り
。
」

ま
る
市
。
柳
宗
元
「
柳
州
銅
峨
」
詩
（
『
柳
河
東
集
』
巻
四
十
二
）
に
「
青
箸
も
て
塩
を
裏
み
て
銅
に
帰
る
客
、
緑
荷
も
て
飯
を
包
み
て
虚
に
趙
く
人
。
」

清
の
李
光
庭
『
郷
言
解
願
』
巻
二
「
市
集
」
に
「
村
荘
の
市
集
に
赴
く
は
趣
集
と
日
う
、
即
ち
南
人
の
超
墟
な
り
。
」

む

か

し

さ

さ

い

た

る
。
税
を
納
め
る
。
漢
、
桓
寛
『
塩
鉄
論
』
本
議
に
「
往
者
、
郡
国
諸
侯
は
各
お
の
其
の
方
の
物
を
以
て
貢
げ
輸
す
。
」
「
寵
」
は
か
ま
ど
。
こ
こ
で
は
塩

竃
。
『
左
伝
』
成
公
十
六
年
に
「
井
を
塞
ぎ
寵
を
夷
げ
、
軍
中
に
陳
べ
て
、
行
首
を
疏
に
せ
ん
。
」

安
道
中
」
詩
（
『
圭
峯
集
』
巻
上
）
に
「
官
努
は
新
賦
を
需
め
、
公
田
は
旧
租
を
索
む
。
」
明
の
唐
順
之
「
建
陳
渡
石
橋
記
」
（
『
荊
川
集
』
巻
八
）
に
「
其

の
財
は
諸
を
願
助
の
家
に
取
り
、
官
努
の
一
銭
を
も
費
や
さ
ず
。
其
の
力
は
諸
を
傭
食
の
夫
に
取
り
て
、
公
術
の
一
卒
を
も
労
せ
ず
」
と
あ
る
。

多
く
の
家
々
が
黒
い
姻
を
立
ち
上
げ
て
、
海
水
を
煮
て
い
る
。
塩
田
の
砂
か
ら
精
製
さ
れ
た
塩
は
雪
に
も
勝
る
白
さ
で
、
市
場
に

買
い
に
出
か
け
る
者
も
多
い
。
民
間
の
塩
竃
か
ら
税
金
を
徴
収
し
て
国
庫
の
金
を
増
や
そ
う
と
す
る
が
、
塩
作
り
を
行
う
と
こ
ろ
も
無

B
 塩

の
別
名
。
『
礼
記
』
曲
礼
下
に
「
堕
は
鍼
嵯
と
日
う
。
」
鄭
玄
注
に
「
大
鍼
は
嵯
と
日
う
。
」

①
萬
戸

し
お

無
地
行
嵯
可
若
何
地
と
し
て
嵯
を
行
う
無
く
若
何
に
す
べ
き

⑦

官

箔

国
庫
。
ま
た
国
庫
の
金
。
元
の
慮
埼
「
恵

⑥
輸
民
鼈

⑧
 

「
輸
」
は
献
納
す

⑤
超
墟
市
場
へ
出
か
け
る
。
「
超
」
は
赴
く
。
「
墟
」
は
人
の
集

④
歯
塩

「
歯
」
は
天
然
の
塩
。
「
堕
」

③
海
波

唐
の
方
干

②

姻

青

黒

[
韻
字
]
波
・
多
・
何
（
下
平
五
歌
）
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F
 

あ
わ

物
と
し
て
税
計
せ
ざ
る
無
し
。
明
治
十
年
、
酒
税
、
姻
草
税
、
共
せ
て
銀
銭
二
百
七
十
三
万
六
千
三
百
十
円
を
収
む
。
惟
だ
塩
の

う

い

じ

に

の

み
独
り
税
無
し
。
蓋
し
沙
を
漉
し
波
を
放
nn

れ
ば
、
随
処
に
し
て
有
り
、
故
に
税
す
る
能
わ
ざ
る
の
み
な
ら
ん
。
日
本
は
上
古
に
泥
土
煮

尊
、
沙
土
煮
尊
有
り
、
即
ち
塩
利
を
興
こ
す
者
な
り
。

火
で
煎
る
こ
と
。
ま
た
煮
る
こ
と
。
王
建
「
隠
者
居
」
詩
（
『
王
司
馬
集
』
巻
三
）
に
「
何
れ
の
物
か

③
泥
土
煮
尊
、
沙
土
煮
尊

記
紀
に
見
え
る
神
の
名
。
泥
土
煮
尊
は
男
神
、
沙
土
煮
尊
は
女
神
。
『
古
事

記
』
で
は
宇
比
地
週
神
、
須
比
智
週
神
。
『
古
事
記
』
神
世
七
代
に
「
天
地
初
め
て
発
れ
し
時
に
、
高
天
原
に
成
り
し
神
の
名
は
、
天
之
御
中
主
神
。
…
…

次
に
成
り
し
神
の
名
は
宇
比
地
遁
神
、
次
に
妹
須
比
智
遡
神
。
…
…
是
に
天
つ
神
諸
の
命
以
て
、
伊
耶
那
岐
命
、
伊
耶
那
美
命
の
二
柱
の
神
に
詔
く
、

…
…
二
柱
の
神
、
天
の
浮
橋
に
立
た
し
て
、
其
の
沼
矛
を
指
し
下
し
て
以
て
画
か
ば
、
塩
こ
を
ろ
こ
を
ろ
に
画
き
嗚
ら
し
て
、
引
き
上
げ
し
時
に
、
其

の
矛
の
末
よ
り
垂
り
落
ち
し
塩
の
累
積
し
て
島
と
成
る
」
と
あ
り
、
日
本
は
塩
の
島
（
お
の
こ
ろ
じ
ま
）
か
ら
始
ま
る
と
す
る
。

塩
を
売
っ

て
得
る
利
益
。
『
後
漢
書
』
朱
暉
伝
に
「
塩
利
官
に
帰
せ
ば
、
則
ち
下
人
窮
怨
し
、
布
吊
租
と
為
せ
ば
、
則
ち
吏
に
姦
盗
多
し
。
」
『
宋
史
』
食
貨
志
下
三

に
「
宋
は
諸
国
を
削
平
せ
し
よ
り
、
天
下
の
塩
利
は
皆
な
県
官
に
帰
す
。
」

税
金
を
掛
け
な
い
も
の
は
な
い
。
明
治
十
年
、
酒
税
、
姻
草
税
、
あ
わ
せ
て
銀
銭
二
百
七
十
三
万
六
千
三
百
十
円
を
徴
収
し
た
。

た
だ
塩
だ
け
は
税
を
掛
け
な
い
。
恐
ら
く
砂
を
漉
し
て
海
水
を
熱
れ
ば
、
ど
こ
で
も
塩
が
で
き
る
の
で
、
税
を
掛
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
だ
け
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
日
本
に
は
上
古
の
時
代
に
泥
土
煮
尊
、
沙
土
煮
尊
と
い
う
神
々
が
い
て
、
彼
ら
が
塩
を
売
っ
て
得
ら
れ

①
税
計

あ
た

長
食
に
中
る
、
胡
麻
は
慢
火
も
て
熟
る
。
」

E
 

D
 

と
り
た
て
か
ぞ
え
る
。

い
の
で
、
ど
う
し
た
も
の
か
。

②
敷
~

④
塩
利
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発
行
さ
れ
た
。

る
利
益
を
考
え
た
者
で
あ
る
。

定
本
の
詩
は
「
六
幹
五
均
官
叢
備
、
跨
零
都
敷
法
倶
厳
。
禁
姻
禁
酒
工
言
利
、
獨
握
牢
盆
不
道
臨
皿
。
」
自
注
は
す
べ
て
改
訂
し
て
い

片
紙
分
明
な
り

原
本
「
其
三
十
七
」
（
定
本
「
其
四
十
」
）

き
く
な
ら
く

聞

説

和

同

始

紀

年

聞

説

近
束
又
學
佛
頭
錢

雙
雙
龍
鳳
描
新
様

片
紙
分
明
金
一
圃

和
同
開
弥
。
古
代
の
日
本
の
銭
貨
で
、
唐
の
開
元
通
宝
を
模
し
た
も
の
。
和
銅
元
（
七

0
八
）
年
五
月
お
よ
び
八
月
に
銀
銭
と
銅
銭
を

発
行
し
た
と
さ
れ
る
（
『
続
日
本
紀
』
）
。
長
く
日
本
最
古
の
貨
幣
と
さ
れ
て
き
た
が
、
現
在
で
は
そ
れ
に
先
行
し
て
、
天
武
天
皇
の
六
八
三
年
発
行
の
「
富

頭
」
と
も
称
さ
れ
た
。
「
又
た
学
ぶ
」
と
い
う
の
は
、
明
治
政
府
が
貨
幣
制
度
を
再
整
備
す
る
必
要
か
ら
、
明
治
四
(
-
八
七
一
）
年
に
新
貨
条
例
を
公

布
し
、
世
界
通
貨
と
し
て
広
く
ア
ジ
ア
に
も
流
通
し
て
い
た
円
い
ス
ペ
イ
ン
銀
貨
を
「
一
円
」
（
メ
キ
シ
コ
ド
ル
一
ド
ル
に
相
当
）
と
数
え
た
こ
と
か
ら
、

新
貨
幣
の
単
位
と
し
て
「
円
」
を
制
定
し
た
こ
と
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
か
。
そ
の
翌
年
に
は
国
立
銀
行
条
例
が
公
布
さ
れ
、
紙
幣
「
明
治
通
宝
」
が

③
第
三
句

明
治
五
(
-
八
七
二
）
年
に
発
行
さ
れ
た
明
治
通
宝
の
図
柄
を
い
う
。

本
銭
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

②
仏
頭
錢

ス
ペ
イ
ン
銀
貨
の
中
で
も
、
国
王
カ
ル
ロ
ス
三
世
像
を
鋳
込
ん
だ
十
八
世
紀
後
半
の
銀
貨
は
「
仏

B

①
和
同

金
一
円

双
双
龍
鳳

近
来

和
同

又
た
学
ぶ
新
様
を
描
き

始
め
て
紀
年
す
と

仏
頭
銭

A
 
る
。
「
其
三
十
九
訳
注
稿
」
（
『
未
名
』
十
六
号
掲
載
、

一
九
九
八
年
三
月
）
参
照
。

G
 

④
片
紙 [

韻
字
]
年
・
錢
．
圃
（
下
平
一
先
）

紙
切
れ
。
唐
の
段
成
式
『
酉
陽
雑
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の
詞
を
読
み
あ
げ
た
こ
と
か
ら
中
臣
祓
と
も
呼
ば
れ
た
。
後
に
大
祓
は
公
的
な
祓
を
指
す
の
に
対
し
、
神
前
に
お
い
て
行
わ
れ
る
私
的
な
祓
を
中
臣
祓

B

①
誤
詞

大
祓
の
際
に
唱
え
る
祝
詞
。
大
祓
は
、
六
月
と
十
二
月
の
晦
日
に
朝
廷
に
お
い
て
人
々
の
罪
を
祓
い
清
め
る
祭
事
で
、
中
臣
氏
が
大
祓

無
懐
長
憶
葛
天
民

無
懐

誤
詞
拝
手
誦
中
臣

國
罪
揃
除
杖
大
神

訟
許
探
湯
刑
翡
爪

A
 

俎
』
壺
史
に
「
月
を
壁
上
に
帖
く
る
こ
と
片
紙
の
如
く
な
る
の
み
。
」

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
和
同
開
弥
が
初
め
て
年
号
を
記
し
た
貨
幣
で
あ
る
ら
し
い
。
（
和
同
開
称
は
唐
の
開
元
通
宝
に
な
ら
っ

た
が
、
）
近
年
は
ま
た
ス
ペ
イ
ン
銀
貨
に
学
ん
で
（
通
過
単
位
を
決
定
し
て
）
い
る
。
（
さ
ら
に
明
治
通
宝
に
な
る
と
、
）

凰
と
い
う
新
し
い
模
様
を
描
き
、
紙
切
れ
に
は
っ
き
り
と
金
一
円
と
書
い
て
い
る
。

一
対
の
龍
と
鳳

定
本
の
詩
に
は
「
聞
説
和
同
始
紀
年
、
孔
方
漸
髪
腑
成
圃
。
通
神
使
鬼
慎
能
事
、
土
債
如
金
紙
作
錢
」
と
あ
り
、
自
注
に
は
改
訂

は
な
い
が
、
末
尾
に
は
「
寛
輿
通
行
貨
幣
等
」
の
一
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。
「
其
四
十
訳
注
稿
」
（
『
未
名
』
十
六
号
掲
載
、

三
月
）
参
照
。

G
 
c
 原

本
「
其
四
十
こ
（
定
本
「
其
四
十
―
―
-
」
)

は

ら

え

の

こ

と

ば

な

か

と

み

誤
詞
拝
手
し
て
中
臣
誦
す

せ
ん
じ
ょ

国
罪
は
揃
除
す
る
こ
と
大
神
に
杖
る

く

が

た

ち

ま

か

き

訟
は
探
湯
に
許
せ
刑
は
爪
を
麒
る

長
く
憶
う
葛
天
の
民

一
九
九
八
年

[
韻
字
]
臣
・
神
・
民
（
上
平
十
一
真
）
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の
居
に
安
ん
じ
て
其
の
生
を
重
ん
ず
」
と
あ
る
。

に
焼
き
、
掌
に
置
く
」
と
あ
る
。

め
る
。

⑥
大
神

⑧
剪
爪

⑪
葛
天 ⑩
長
憶

「
剪
爪
」
の
語
は
『
尚
書
大
伝
』
巻
二
（
四
庫
全
書
本
）
に
「
湯

と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
②
拝
手
脆
き
手
を
つ
い
て
拝
礼
す
る
こ
と
。
注
①
を
参
照
。

祝
詞
「
六
月
晦
大
祓
」
に
、
「
天
津
罪
と
、
畔
放
（
畔
を
壊
し
て
田
に
注
ぐ
水
の
流
れ
を
変
え
る
こ
と
）
、
溝
埋
（
溝
を
埋
め
て
田
に
水
が
流
れ
ぬ
よ
う
に

す
る
こ
と
）
、
樋
放
（
田
に
水
を
流
す
樋
を
壊
す
こ
と
）
、
頻
蒔
（
人
が
種
を
播
い
た
土
地
に
さ
ら
に
種
ま
き
し
て
成
長
を
阻
害
す
る
こ
と
）
、
串
刺
（
田

の
境
界
に
杭
を
立
て
る
こ
と
）
、
生
剥
（
生
き
物
の
皮
を
生
き
た
ま
ま
剥
ぐ
こ
と
）
、
逆
剥
（
生
き
物
の
皮
を
逆
に
剥
ぐ
こ
と
）
、
屎
戸
（
祭
場
を
汚
物
で

こ

こ

だ

く

の

く

に

つ

つ

み

し

ら

ひ

と

こ

く

み

汚
す
こ
と
）
。
許
許
太
久
の
罪
を
天
津
罪
と
法
り
別
け
て
、
国
津
罪
と
は
生
膚
断
ち
、
死
膚
断
ち
、
白
人
（
肌
が
白
く
な
る
病
）
、
胡
久
美
（
瘤
の
で
き
る

病
）
、
己
が
母
を
犯
せ
る
罪
、
己
が
子
を
犯
せ
る
罪
、
母
と
子
と
犯
せ
る
罪
、
子
と
母
と
犯
せ
る
罪
、
畜
犯
せ
る
罪
。
昆
虫
の
災
、
高
津
罪
の
災
（
天
災
）
、

け
も
の
た
お
し
ま
じ
も
の

高
津
鳥
の
災
（
猛
禽
に
よ
る
害
）
、
畜
什
、
轍
物
せ
る
罪
（
家
畜
を
殺
し
て
人
を
呪
う
こ
と
）
。
許
許
太
久
の
罪
出
で
む
」
と
あ
る
。
⑤
瀧
洗
い
清

く

が

た

ち

盟
神
探
湯
。
釜
の
中

大
い
な
る
神
。
『
左
伝
』
襄
公
九
年
に
「
公
孫
舎
之
日
く
、
大
神
に
昭
ら
か
に
し
て
要
言
す
と
。
」

国
津
罪
。
『
延
喜
式
』

に
泥
を
入
れ
て
煮
沸
し
、
訴
訟
の
当
事
者
に
そ
の
中
の
小
石
を
探
り
出
さ
せ
、
手
の
爛
れ
の
有
無
で
、
事
の
真
偽
を
決
す
る
方
法
。
『
日
本
書
紀
』
允
恭

く

が

た

ち

四
年
九
月
の
条
に
、
「
盟
神
探
湯
、
此
れ
区
詞
陀
智
と
云
う
。
或
い
は
泥
を
釜
に
納
れ
て
煮
沸
し
て
、
手
を
攘
り
て
湯
の
泥
を
探
る
。
或
い
は
斧
を
火
色

架
を
伐
ち
し
の
後
、
大
旱
あ
る
こ

と
七
年
、
史
卜
し
て
日
く
、
当
に
人
を
以
て
祷
を
為
す
べ
し
と
。
湯
乃
ち
髪
を
麒
り
爪
を
断
ち
、
自
ら
以
て
牲
と
為
り
、
而
し
て
桑
林
の
社
に
祷
る
に
、

雨
大
い
に
至
る
こ
と
、
方
数
千
里
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
も
と
は
雨
を
祈
る
行
為
。
こ
こ
で
は
日
本
の
古
代
に
お
け
る
刑
罰
を
い
う
。

無
懐
氏
。
中
国
古
代
の
帝
王
。
そ
の
治
政
は
人
々
に
太
平
を
も
た
ら
し
た
。
陶
潜
「
五
柳
先
生
伝
」
（
『
陶
淵
明
集
』
巻
五
）
に
「
腸
を
衡
み
詩
を
賦
し
，

以
て
其
の
志
を
楽
し
む
。
無
懐
氏
の
民
か
、
葛
天
氏
の
民
な
る
か
」
と
あ
る
。
ま
た
宋
の
羅
泌
『
路
史
』
禅
通
紀
三
・
無
懐
氏
に
「
無
懐
氏
は
、
帝
太

焚
の
先
な
り
。
其
の
世
を
撫
す
る
や
、
道
を
以
て
生
を
存
し
、
徳
を
以
て
刑
を
安
ん
ず
。
…
…
当
世
の
人
其
の
食
に
甘
ん
じ
、
其
の
俗
を
楽
し
み
、
其

い
つ
も
思
う
。
李
白
「
月
下
吟
」
詩
に
「
解
く
道
う
澄
江
浮
ら
か
な
る
こ
と
練
の
如
し

と
、
人
を
し
て
長
く
謝
玄
暉
を
憶
わ
し
む
。
」

葛
天
氏
。
古
代
の
帝
王
。
宋
の
羅
泌
『
路
史
』
禅
通
記
に
「
葛
天
な
る
者
は
、
…
…
其
の
治

③
中
臣

⑦
探
湯

④
國
罪

⑨
無
懐
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B

①
花
棒

A
 

②
楓
刀
腰
に
帯
び
た
刀
。
『
漢
書
』
王
尊
伝
に
「
王

を
為
す
や
、
言
わ
ず
し
て
自
ず
か
ら
信
ぜ
ら
れ
、
化
せ
ず
し
て
自
ら
行
わ
れ
、
蕩
蕩
乎
と
し
て
能
＜
之
を
名
づ
く
る
無
し
」
と
あ
る
。
な
お
第
四
旬
は

「
長
憶
無
懐
葛
天
民
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
が
、
平
仄
の
都
合
上
、
語
順
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

拝
礼
し
て
中
臣
氏
は
楔
詞
を
朗
誦
す
る
。
国
罪
は
大
神
に
よ
っ
て
洗
い
清
め
る
。
訴
訟
を
し
た
場
合
は
、
盟
神
探
湯
に
そ
の
判
断

を
任
せ
、
刑
罰
と
し
て
は
爪
を
麒
る
。
無
懐
氏
や
葛
天
氏
の
よ
き
時
代
の
民
の
こ
と
を
い
つ
も
想
う
。

定
本
の
詩
は
「
拝
手
中
臣
罪
祓
除
、
探
湯
剪
爪
杖
神
巫
。
意
将
老
子
殷
中
物
、
看
作
司
空
城
旦
書
。
」
自
注
は
改
訂
し
て
い
な
い
。

「
其
四
十
三
訳
注
稿
」
（
『
未
名
』
十
六
号
掲
載
、
一
九
九
八
年
三
月
）
参
照
。

原
本
「
其
四
十
三
」
（
定
本
「
其
四
十
六
•
四
十
七
」
）

花
棒
横
持
常
倶
刀

厳
放
党
日
徹
深
宵

燭
龍
報
道
人
家
火

棲
上
懸
鐘
早
乱
敲

G
 
c
 

花
棒
横
に
持
ち
倶
刀
に
当
つ

厳
放
し
て
意
日
深
宵
を
徹
す

燭
龍
人
家
の
火
を
報
道
す
れ
ば

楼
上
の
懸
鐘
早
に
乱
敲
す

[
韻
字
]
刀
・
宵
．
敲
（
下
平
二
癖
）

未
詳
。
こ
こ
で
は
警
察
官
が
携
帯
し
た
警
棒
・
警
杖
の
こ
と
を
指
す
か
。
東
京
警
視
庁
創
設
以
来
（
自
注
E
①
参
照
）
、
一
等
巡
査
は
帯

剣
、
二
等
巡
査
以
下
は
警
棒
・
警
杖
の
携
帯
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
仮
に
こ
の
詩
全
体
が
消
防
組
織
を
詠
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
花
棒
は
あ
る
い
は
火

消
組
が
持
つ
ま
と
い
（
吹
き
流
し
）
の
こ
と
か
。
こ
こ
は
ひ
と
ま
ず
自
注
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
。
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て
い
る
。

E
 

警
棒
を
自
在
に
持
っ
て
火
消
し
に
あ
た
る
さ
ま
は
、
倶
刀
の
武
士
に
相
当
す
る
。
き
ち
ん
と
身
な
り
を
整
え
て
、
一
日
中
、
夜
を

徹
し
て
任
務
に
当
た
る
。
燭
龍
が
暗
闇
を
火
で
照
ら
す
よ
う
に
、
人
家
に
火
事
が
起
こ
っ
た
と
い
う
知
ら
せ
が
あ
れ
ば
、
火
の
見
櫓
に

吊
さ
れ
た
鐘
を
早
く
も
打
ち
鳴
ら
す
。

警
視
局
は
以
て
不
虞
に
備
え
、
以
て
非
違
を
検
む
。
六
十
戸
毎
に
巡
ら
す
に
一
人
を
以
て
す
。
抒
振
を
司
る
者
は
棒
を
持
し
て

巡
行
す
。
刻
を
計
り
て
代
わ
る
を
請
い
、
夜
深
く
し
て
散
ぜ
ず
。
火
作
れ
ば
、
則
ち
鐘
を
敲
き
、
以
て
警
を
伝
う
。
【
車
は
滸
龍
の
如
く
、

も

っ

こ

ほ

と

ぎ

穀
撃
し
て
馳
せ
集
ま
り
、
春
を
陳
ぶ
る
者
、
讐
を
負
う
者
、
梯
を
備
う
る
者
、
皆
な
一
た
び
呼
び
て
四
も
に
応
ず
。
】

D
 
c
 

②
不
虞

色
を
変
じ
て
尊
を
視
、
意
は
之
を
格
殺
せ
ん
と
欲
し
、
即
ち
好
く
尊
に
謂
い
て
日
く
、
願
わ
く
は
相
君
の
倶
刀
を
観
ん
、
と
。
」

身
な
り
を
整
え
る
。
「
為
焦
仲
卿
妻
作
」
（
『
玉
台
新
詠
』
巻
一
）
に
「
難
嗚
き
て
外
は
曙
け
ん
と
欲
す
、
新
婦
は
起
ち
て
厳
放
す
。
」

『
列
子
』
説
符
に
「
笑
わ
ざ
る
こ
と
日
を
窟
う
。
」

大
荒
北
経
に
「
西
北
海
の
外
、
赤
水
の
北
、
章
尾
山
有
り
。
神
有
り
、
人
面
蛇
身
に
し
て
赤
く
、
直
目
正
乗
に
し
て
、
其
の
瞑
す
る
や
乃
ち
晦
と
な
り
、

其
の
視
る
や
乃
ち
明
と
な
り
、
食
わ
ず
寝
ず
息
わ
ず
、
風
雨
是
れ
謁
す
。
是
れ
九
陰
を
燭
ら
す
、
是
れ
燭
龍
と
謂
う
。
」
『
楚
辞
』
天
問
に
「
日
安
く
に
か

到
ら
ざ
る
、
燭
龍
何
ぞ
照
ら
せ
る
。
」
王
逸
注
に
「
天
の
西
北
に
幽
冥
無
日
の
国
有
り
、
龍
有
り
て
燭
を
衡
み
て
之
を
照
ら
す
を
言
う
な
り
。
」

①血＿―――＝視局

⑤
燭
龍

日
が
照
ら
さ
な
い
西
北
の
国
で
、
燭
を
く
わ
え
て
照
ら
す
人
面
龍
顔
の
神
。
『
山
海
経
』

明
治
に
入
り
江
戸
の
定
火
消
や
町
火
消
な
ど
は
管
轄
が
整
理
さ
れ
、
東
京
で
は
明
治
七
(
-
八
七
四
）
年
の
警
視
庁
創
設
に
伴
い
、

消
防
が
そ
の
管
轄
下
に
懺
か
れ
た
。
詩
の
前
半
二
旬
は
警
視
庁
の
職
務
に
つ
い
て
、
後
半
の
二
旬
は
そ
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
消
防
活
動
に
つ
い
て
述
べ

思
い
が
け
な
い
出
来
事
。
災
い
。
『
毛
詩
』
大
雅
・
抑
に
「
爾
の
人
民
を
質
し
、
爾
の
侯
度
を
謹
み
、
用
っ
て
不
虞
を
戒
し
む
。
」

④
覚
日
終
日
。

③
巖
放

き
ち
ん
と
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り
、
恭
の
兄
の
崇

要
害
に
分
布
し
、
廠
衛
御
史
は
其
の
属
を
以
て
抒
振
す
。
」

将
に
盗
の
亨
る
所
と
為
ら
ん
と
す
る
に
、
恭
は
代
わ
ら
ん
こ
と
を
請
い
、
倶
に
免
か
る
る
を
得
。
」

書
』
叔
孫
通
伝
に
「
是
に
於
い
て
皇
帝
の
輩
は
房
を
出
で
、
百
官
は
戟
を
執
り
て
警
を
伝
え
，
諸
侯
王
以
下
を
引
き
て
吏
六
百
石
に
至
る
ま
で
次
を
以

は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
「
滸
龍
」
は
素
早
く
駆
け
る
さ
ま
。
『
後
漢
書
』
皇
后
紀
上
・
明
徳
馬
皇
后
に
「
前
に
濯
龍
門
上
を
過
ぎ
、
外
家
に
起
居
を
問
う
者

警
視
庁
は
不
測
の
事
態
に
備
え
、
違
法
者
を
取
り
締
ま
る
。
六
十
戸
ご
と
一
人
が
巡
回
す
る
。
巡
視
を
司
る
者
は
警
棒
を
持
っ
て

見
回
る
。
時
間
を
計
っ
て
交
替
し
、
深
夜
に
な
っ
て
も
解
散
す
る
こ
と
は
な
い
。
火
事
が
起
こ
れ
ば
、
鐘
を
敲
い
て
警
告
を
発
す
る
。

こ
し
き

【
車
は
滸
龍
の
如
く
素
早
く
、
穀
を
撃
ち
合
わ
せ
る
よ
う
に
馳
せ
集
ま
っ
て
、
香
を
な
ら
べ
る
者
、
讐
を
背
負
う
者
、
梯
を
準
備
す
る
者

な
ど
、
み
な
一
た
び
呼
び
ば
れ
る
と
そ
れ
に
応
じ
て
四
方
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
る
。
】

定
本
の
詩
は
「
時
検
棲
羅
日
歴
看
、
沈
沈
官
屋
署
街
弾
。
市
頭
白
鷺
巡
環
立
、
最
善
鳩
民
是
鳥
官
。
」
定
本
の
自
注
で
は
冒
頭
の
一

文
を
「
警
視
之
職
以
備
不
虞
、
以
検
非
為
総
局
以
外
、
分
橿
置
署
。
大
凡
戸
敷
二
萬
以
上
、
設
一
分
署
」
と
し
、
「
請
」
字
を
「
受
」
に

作
る
。
な
お
、
自
注
の
【
】
部
分
は
王
餡
本
に
は
な
い
。
ま
た
定
本
第
四
十
七
首
の
詩
お
よ
び
自
注
は
原
本
に
は
な
い
。
「
其
四
十
六

訳
注
稿
」
（
『
未
名
』
十
六
号
掲
載
、

G
 

F
 

夜
廻
り
。
守
衛
。
『
明
史
』
楊
廷
和
伝
に
「
各
営
兵
を
選
び
、
皇
城
の
四
門
、
京
城
の
九
門
及
び
南
北
の

交
替
を
求
め
る
こ
と
。
『
後
漢
書
』
淳
子
恭
伝
に
「
王
芥
の
末
、
歳
饒
に
兵
起
こ

⑦
車
如
滸
龍

⑥伝攀＿＿―

こ
れ
以
下
の
文
章
は
、
同
文
館
本
・
梧
州
本
に
は
見
ら
れ
る
が
、
王
餡
本
で

車
の
穀
同
士
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
。
往
来
の
激
し
い
こ
と
。
『
史
記
』
蘇
秦
列
伝
に

一
九
九
八
年
三
月
）
お
よ
び
「
其
四
十
七
訳
注
稿
」
（
『
未
名
』
十
七
号
掲
載
、

「
臨
笛
の
塗
、
車
は
穀
撃
し
、
人
は
肩
摩
す
」

⑨
巷
も
っ
こ
。
土
や
物
を
入
れ
て
運
ぶ
た
め
の
か
ご
。

を
見
る
に
、
車
は
流
水
の
如
く
、
馬
は
滸
龍
の
如
し
。
」

て
奉
賀
す
。
」
顔
師
古
注
に
「
声
を
伝
え
て
警
を
唱
す
。
」

③
非
違
法
律
に
違
反
す
る
者
。

④
抒
振

⑧
搬
撃

⑤
請
代

伝
え
戒
め
る
。
『
漢

一
九
九
九
年
三
月
）

⑩
墾
ほ
と
ぎ
。
大
き
な
甕
゜
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敢
え
て
し
な
い
、
と
。

c
 

は
雌
黄
を
檀
に
し
、
君
親
を
汗
辱
し
、
罪
を
翔
勒
に
獲
。
」

禽
集
り
、
篠
に
曝
せ
ば
初
め
て
日
和
や
か
な
り
。
」

⑤
信
口

④
雌
黄

③
曝
薩 原

本
「
其
五
十
」
（
定
本
「
其
五
十
―
―
-
」
)

未
だ
敢
て
雌
黄

帝
城
よ
り
出
づ

[
押
韻
]
城
・
明
・
評
（
下
平
八
庚
）

み
や
こ
。
『
漢
書
』
陳
咸
伝
に
「
即
ち
子
公
の
力
を
蒙
り
、
帝
城
に
入
る
を
得
、
死
し
て
恨
み
ず
。
」

の
法
令
。
『
漢
書
』
宜
帝
紀
に
「
令
甲
に
、
死
者
は
生
く
る
べ
か
ら
ず
。
」
顔
師
古
注
に
「
文
穎
日
く
、
…
…
令
甲
な
る
者
は
、
前
帝
の
第
一
令
な
り
。
」

ひ
な
た
ぼ
っ
こ
。
「
曝
」
は
日
に
晒
す
。
「
箔
」
は
の
き
。
明
の
黄
淳
耀
「
病
起
書
懐
」
詩
（
『
陶
ザ
奄
全
集
』
巻
十
三
）
に
「
樹
に
椅
ら
ば
暮
に

み
だ
り
に
批
評
す
る
こ
と
。
『
水
経
注
』
渠
に
「
夷
甫
は
体
は
俊
令
を
荷
く
と
雖
も
、
ロ

口
に
ま
か
せ
る
。
白
居
易
「
答
故
人
」
詩
（
『
白
氏
長
慶
集
』
巻
七
）
に
「
書
を

読
む
も
未
だ
百
巻
な
ら
ず
、
口
に
信
せ
て
風
花
を
嘲
す
。
」
第
四
旬
は
「
信
口
雌
黄
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
平
仄
の
都
合
で
語
順
を
入
れ
替
え
た
も
の
。

一
枚
の
紙
の
新
聞
が
都
か
ら
出
さ
れ
る
と
、
新
聞
は
法
令
を
伝
え
、
さ
ら
に
世
の
中
は
時
勢
に
詳
し
く
な
り
、
よ
り
文
化
的
に
な
っ

て
い
く
。
軒
先
で
ひ
な
た
ほ
っ
こ
を
す
る
年
寄
り
が
ひ
そ
か
に
語
り
あ
う
。
み
だ
り
に
評
論
し
て
、
口
に
任
せ
て
も
の
を
言
う
こ
と
は

B

①
帝
城

一
紙
新
聞
出
帝
城

偲
束
令
甲
更
文
明

曝
篭
父
老
私
相
語

未
敢
雌
黄
信
口
評

口
に
信
せ
て
評
せ
ず

一
紙
の
新
聞

令
甲
を
伝
来
し
て
更
に
文
明

さ
ら

篭
に
曝
す
父
老

私
か
に
相
い
語
る

A
 
参
照
。

②
令
甲
法
令
。
も
と
は
最
初
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F
 

さ

ん

す

う

ぜ

い

新
聞
紙
は
山
諏
海
激
、
所
と
し
て
至
ら
ざ
る
無
し
。
以
て
時
務
を
識
り
、
以
て
是
非
を
公
に
す
る
は
善
し
。
然
れ
ど
も
西
人
は
一

ほ
し
い
ま
ま

切
の
事
は
皆
な
此
を
藉
り
て
以
て
達
す
。
故
に
又
た
朝
政
を
誹
謗
し
、
人
の
過
ち
を
抵
毀
す
る
の
律
有
り
、
以
て
其
の
縦
に
す
る
を

ば
っ
か
ん

防
ぐ
。
軽
け
れ
ば
罰
緩
を
議
し
、
重
け
れ
ば
則
ち
監
禁
せ
ら
る
。
日
本
は
皆
佑
い
て
之
を
行
う
。
日
本
の
新
聞
紙
中
に
時
政
を
述
ぶ
る

者
は
、
文
明
と
日
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
開
化
と
日
う
。

現
れ
る
こ
と
と
な
る
。
明
治
八
年
六
月
に
制
定
さ
れ
た
新
聞
紙
条
例
・
識
謗
律
に
よ
っ
て
、
言
論
統
制
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

阪
」
は
山
奥
の
辺
郡
な
場
所
。
張
説
「
喜
渡
嶺
」
詩
（
『
張
燕
公
集
』
巻
八
）
に
「
洞
訟
す
炎
海
の
畔
、
登
降
す
閻
山
の
諏
。
」
「
海
激
」
は
海
辺
。
江
滝

「
雑
体
詩
」
謝
霊
運
・
湘
山
（
『
文
選
』
巻
三
十
一
）
に
「
且
＜
桂
水
の
潮
に
迄
び
、
月
に
映
じ
て
海
激
に
遊
ば
ん
。
」

伝
に
「
帝
王
の
道
は
必
ら
ず
し
も
相
い
襲
わ
ず
、
各
お
の
時
務
に
絲
る
。
」

は
百
緩
、
其
の
罪
を
閲
実
す
。
」
偽
孔
伝
に
「
六
両
は
緩
と
日
う
。
緩
は
黄
鉄
な
り
。
」

D
 

日
本
に
お
け
る
最
初
の
新
聞
は
文
久
元
(
-
八
六
一
）
年
の
長
崎
に
お
け
る
英
字
新
聞
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
な
新
聞
が

②
山
諏
海
渡

時
勢
。
『
漢
書
』
朱
博

新
聞
紙
は
山
奥
で
も
海
辺
で
も
届
か
な
い
所
は
無
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
世
の
中
の
情
勢
を
知
り
、
物
事
の
是
非
が
公
に
な
る
の
は

よ
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
西
洋
人
は
一
切
の
こ
と
を
い
ず
れ
も
こ
の
新
聞
を
借
り
て
通
達
す
る
の
で
、
朝
政
を
誹
謗
し
、

他
人
の
過
ち
を
謗
る
こ
と
に
つ
い
て
の
法
律
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
行
き
す
ぎ
を
防
ぐ
の
で
あ
る
。
軽
微
な
違
反
で
あ
れ
ば
、
罰

金
が
科
せ
ら
れ
る
が
、
重
い
場
合
は
監
禁
さ
れ
る
。
日
本
は
み
な
こ
れ
に
な
ら
っ
て
い
る
。
日
本
の
新
聞
紙
の
中
で
時
政
を
述
べ
る
も

の
は
、
（
こ
の
明
治
維
新
の
状
況
を
）
文
明
と
言
わ
な
け
れ
ば
、
開
化
と
日
う
。

E

①
新
聞
紙

④
罰
緩

罰
金
。
『
尚
書
』
呂
刑
に
「
墨
辟
の
疑
わ
し
き
は
赦
す
、
其
の
罰

③
時
務

「山
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に
「
美
人

一
四
、
春
来
り
て
綽
約
と
し
て
人
に
向
か
う
時
」
と
あ
る
。

B

①
核
兒

都
維
核
兒
赴
甲
科

垂
碧
園
坐
抱
書
峨

間
束
花
面
紛
塗
抹

愛
挽
師
衣
踏
踏
歌

A
 

G
 

③
垂
唇
④
花
面

原
本
「
其
五
十
七
」
（
定
本
「
其
六
十
」
）

す

べ

が

い

じ

お

ぶ

都
て
核
児
を
維
り
て
甲
科
に
赴
き

す

い

ち

ょ

う

が

垂
砦
囲
坐
し
て
書
を
抱
き
て
峨
す

み
だ紛
れ
て
塗
抹
し

児
童
。
『
後
漢
書
』
公
孫
述
伝
に
「
核
兒
老
母
、
口
は
万
を
以
て
数
う
」
と
あ
る
。

後
に
科
挙
試
験
を
指
す
。
高
適
「
送
桂
陽
孝
廉
」
詩
（
『
全
唐
詩
』
巻
ニ
―
四
）
に
「
桂
陽
の
少
年
は
西
の
か
た
秦
に
入
り
、
数
し
ば
甲
科
を
経
る
も
猶

お
白
身
な
り
」
と
あ
る
。

師
の
衣
を
挽
き
踏
踏
と
し
て
歌
う
を
愛
す

と
し
て
自
ら
楽
し
む
」
と
あ
る
。

お
さ
げ
髪
。
転
じ
て
幼
児
を
指
す
。
陶
淵
明
「
桃
花
源
記
」
（
『
陶
淵
明
集
』
巻
六
）
に
「
黄
髪
垂
髭
、
並
な
恰
然

⑤
踏
踏
足
踏
み
し
て
歌
う
様
。
明
の
高
啓
「
楊
白
花
」
詩
（
『
高
太
史
全
集
』
巻
四
）

な
ん
じ

踏
踏
と
し
て
腎
を
連
ね
て
歌
い
、
山
長
く
水
闊
く
し
て
爾
を
奈
何
せ
ん
」
と
あ
る
。

閑
来

花
面

花
の
よ
う
に
美
し
い
顔
。
劉
属
錫
「
寄
贈
小
焚
」
詩
（
『
全
唐
詩
』
巻
三
六
五
）
に
「
花
面
の
y
頭
は
十

一
九
九
九
年
三
月
）
参
照
。

②
甲
科
も
と
は
科
挙
試
験
の
最
も
難
し
い
科
。

定
本
の
詩
は
「
欲
知
古
事
讀
奮
史
、
欲
知
今
事
看
新
聞
。
九
流
百
家
無
不
有
、
六
合
之
内
同
此
文
。
」
「
其
五
十
三
訳
注
稿
」
（
『
未

名
』
十
七
号
掲
載
、

（
以
上
、
林

[
韻
字
]
科
・
峨
・
歌
（
下
平
五
歌
）

香
奈
）
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B

①
蛮
語

國
字
能
通
用
有
餘

y
髯
女
兒
初
弄
筆

塗
騰
便
寄
阿
娘
書

②
諏
隅

用
う
る
に
余
り
有
り

莫
嫌
蟹
語
笑
諏
隅

A
 

G
 

親
は
み
な
子
供
を
背
負
っ
て
幼
稚
園
の
試
験
場
に
赴
く
。
園
児
た
ち
は
輪
に
な
っ
て
座
り
、
そ
れ
ぞ
れ
本
を
持
っ
て
声
に
出
し
て

読
む
。
自
由
時
間
に
な
る
と
美
し
い
顔
を
し
た
園
児
は
そ
れ
ぞ
れ
気
ま
ま
に
い
ろ
い
ろ
塗
り
つ
け
た
り
、
先
生
の
服
を
つ
か
ん
で
足
踏

み
し
て
歌
う
の
が
大
好
き
で
あ
る
。

定
本
で
は
詩
を
「
連
袂
遊
魚
逐
隊
嬉
、
捧
書
挟
策
雁
行
随
。
打
頭
栗
堅
驚
呼
暴
、
恨
憶
兒
童
逃
學
時
」
と
改
め
た
が
、
自
注
は
改

訂
な
し
。
定
本
「
其
六
十
」
訳
注
稿
（
『
未
名
』
十
八
号
掲
載
、
二

0
0
0
年
三
月
）
参
照
。

原
本
「
其
六
十
」
（
定
本
「
其
六
十
五
」
）

し
ゅ
ぐ
う

蛮
語
を
嫌
い
諏
隅
を
笑
う
こ
と
莫
か
れ

え
び
す
の
言
葉
。

能
く
通
じ
て

国
字

あ
き
っ

y
髯
の
女
児
初
め
て
筆
を
弄
び

と

あ

は

は

塗
鵜
し
て
便
ち
阿
娘
に
書
を
寄
す

か
く
り
ゅ
う

蛮
語
で
魚
の
意
。
『
世
説
新
語
』
排
調
に
見
え
る
祁
隆
の
以
下
の
故
事
に
基
づ
く
。
「
祁
隆
は
桓
公
の

南
蛮
参
軍
と
為
る
。
三
月
三
日
の
会
に
詩
を
作
る
。
能
わ
ざ
る
者
は
罰
酒
三
升
な
り
。
隆
初
め
能
わ
ざ
る
を
以
て
罰
を
受
く
。
既
に
飲
む
や
、
筆
を
攪

し
ゅ
ぐ
う

り
て
便
ち
一
旬
を
作
り
て
云
う
、
娠
隅
清
池
に
躍
る
と
。
桓
問
う
、
諏
隅
は
是
れ
何
物
ぞ
、
と
。
答
え
て
日
く
、
蛮
は
魚
を
名
づ
け
て
諏
隅
と
為
す
、

と
。
桓
公
日
く
、
詩
を
作
る
に
何
を
以
て
蛮
語
を
作
す
、
と
。
隆
日
く
、
千
里
公
に
投
じ
て
、
始
め
て
蛮
府
の
参
軍
を
得
た
り
。
那
ぞ
蛮
語
を
作
ら
ざ

る
を
得
ん
や
、
と
。
」
諏
は
諏
に
同
じ
。
ま
た
陸
湘
「
久
客
書
懐
」
詩
（
『
剣
南
詩
稿
』
巻
四
）
に
「
欽
乃
の
声
は
楚
を
饒
り
、
諏
隅
の
旬
は
蛮
を
帯
ぶ
」

c
 

[
韻
字
]
隅
（
上
声
七
虞
）
．
餘
・
書
（
上
平
六
魚
）
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F
 

E

①
土
音

D
 
c
 

こ
と
老
鵜
の
如
し
」
と
あ
る
。

は

は

お

こ

阿
娘
は
気
り
て
病
死
す
」
と
あ
る
。

塗
鶉

一
の
y
髭
の
童
子

平
水
韻
に
お
い
て
、
支
は
上
平
四
、
微
は
上
平

髪
を
中
央
か
ら
左
右
に
分
け
た
あ
げ
ま
き
。
陸
湘
『
老
学
庵
筆
記
』
巻
五
に
「
一

気
ま
ま
に
書
や
絵
を
書
く
こ
と
。
慮
仝
「
示
添
丁
」
詩
（
『
全
唐
詩
』
巻
三
八
七
）
に
「
忽
ち
案
上
に
来
り
て
墨
汁
を
翻
し
、
詩
書
を
塗
抹
す
る

ち

ち

お
母
さ
ん
。
王
梵
志
「
父
母
是
寃
家
」
（
項
楚
『
王
梵
志
校
注
』
巻
五
）
に
「
阿
耶
は
役
の
身
に
替
わ
り
、

日
本
語
を
蛮
語
と
嫌
が
っ
て
え
び
す
の
言
葉
と
笑
う
こ
と
な
か
れ
。
仮
名
文
字
だ
け
で
通
じ
合
い
、
使
用
す
る
に
は
十
分
で
あ
る
。

あ
げ
ま
き
髪
の
少
女
が
筆
を
持
っ
た
ば
か
り
で
も
、
自
由
気
ま
ま
に
書
い
て
、
お
母
さ
ん
に
手
紙
を
送
れ
る
の
だ
。

其
の
土
音
は
、
四
十
七
字
に
過
ぎ
ず
。
四
十
七
音
は
皆
支
．
微
、
歌
・
麻
の
二
音
の
中
に
在
り
。
伊
呂
波
は
衆
音
の
統
摂
す
る
所

と
為
り
、
点
画
も
又
た
簡
に
し
て
、
習
い
識
る
に
易
し
。
【
後
略
】

そ
の
土
地
の
言
葉
。
唐
の
齋
穎
士
「
舟
中
遇
陸
棟
兄
西
帰
数
日
得
広
陵
二
三
子
書
知
遅
晩
次
沙
塾
西
岸
作
」
詩
（
『
全
唐
詩
』
巻
一
五

四
）
に
「
但
だ
土
音
の
異
な
れ
る
を
見
、
始
め
て
程
路
の
長
き
を
知
る
」
と
あ
る
。

②
支
微
歌
麻

五
、
歌
は
下
平
五
、
麻
は
下
平
六
の
韻
。
な
お
、
上
記
の
韻
で
イ
ロ
ハ
の
四
十
七
音
を
す
べ
て
包
摂
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

日
本
語
の
発
音
は
四
十
七
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
四
十
七
音
は
す
べ
て
支
微
と
歌
麻
の
二
音
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
イ
ロ
ハ
は
全
部
の

音
が
包
摂
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
書
く
の
も
簡
単
だ
し
、
習
っ
た
り
覚
え
た
り
す
る
の
も
や
さ
し
い
。

⑥
阿
娘

日
、
老
道
人
有
り
。
状
貌
甚
だ
古
に
し
て
、
銅
冠
緋
鼈
な
り
。

長
柄
の
白
紙
扇
を
操
り
、
後
に
従
い
て
門
を
過
ぐ
」
と
あ
る
。

⑤ 

と
あ
る
。

③
國
字

）
こ
で
は
仮
名
文
字
を
指
す
。

④

Y
詈
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繹
氏
呉
音
儒
漢
語

後
束
更
雑
蟹
行
書

舌
人
口
既
経
重
繹

學
偏
華
言
継
不
如

蟹
行
文
字
の
我
に
入
る
や
其
始
亦
之
を
抑
制
し
た
れ
ど
も
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
明
治
文
学
全
集
』
第
五
十
三
巻
『
正
岡
子
規
集
』
年
譜
（
浅
原
勝
執
筆
）

「
明
治
七
年
(
-
八
七
四
）
八
歳
」
に
よ
る
と
、
外
祖
父
で
松
山
藩
の
儒
学
者
で
あ
る
大
原
観
山
(
-
八
一
八
i
一
八
七
五
）
か
ら
「
終
生
不
読
蟹
行
書
」

と
い
う
結
旬
の
七
言
絶
旬
な
ど
を
書
き
輿
え
ら
れ
た
と
い
う
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
五
年
、
四
ニ
ニ
頁
）
。
な
お
、
『
人
境
崖
詩
草
』
巻
七
「
続
人
詩
」
其

十
に
「
曾
て
菩
薩
処
胎
巻
を
観
、
又
た
那
須
の
国
造
碑
を
訪
う
。
直
ち
に
蛇
行
を
引
き
て
蟹
足
を
横
た
え
て
、
而
今
安
ん
ぞ
此
の
毛
錐
を
用
い
ん
」
と

蟹
行
書

B

①
呉
音

A
 

定
本
で
は
詩
を
「
不
難
三
歳
識
之
無
、
學
語
牙
牙
便
學
書
。
春
矧
秋
蛇
紛
満
紙
、
問
娘
眠
食
近
何
如
」
と
改
め
て
い
る
が
、
自
注

の
冒
頭
部
分
は
「
其
土
音
、
不
過
四
十
七
字
、
四
十
七
音
皆
在
支
、
微
、
歌
、
麻
二
音
中
、
伊
呂
波
為
衆
音
所
統
摂
、
点
画
又
簡
、
易

於
習
識
」
を
「
伊
呂
波
四
十
七
文
字
、
已
総
衆
音
、
点
画
又
簡
、
易
於
習
識
」
と
改
訂
し
、
以
下
は
同
じ
で
あ
る
。
定
本
「
其
六
十
五
」

訳
注
稿
（
『
未
名
』
十
九
号
掲
載
、
二

0
0
一
年
三
月
）
参
照
。

G
 

原
本
「
其
六
十
一
」
（
定
本
「
其
六
十
六
」
）

釈
氏
は
呉
音
儒
は
漢
語

ま

じ

か

い

こ

う

後

来

更

に

雑

う

蟹

行

の

書

舌
人
の
口
は
既
に
重
訳
を
経
た
る
に

学
び
て
華
言
を
偏
く
す
る
も
総
べ
て
如
か
ず

日
本
の
漢
字
音
の
一
っ
。
古
く
中
国
南
方
系
の
音
が
伝
来
し
た
も
の
で
、
仏
教
用
語
な
ど
に
よ
っ
て
後
世
に
多
く
用
い
ら
れ
る
。

蟹
の
歩
く
よ
う
に
横
に
書
き
進
め
る
文
字
。
欧
米
の
横
文
字
。
津
田
真
道
「
開
化
を
進
む
る
方
法
を
論
ず
」
（
『
明
六
雑
誌
』
三
号
）
に
「
晩
近 ②
 

[
韻
字
]
書
・
如
（
上
平
六
魚
）
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F
 
の
語
E
 
①
北
海
道

つ
ね経
に
見
ず
、
箱
紳
者

原
本
で
は
誤
っ
て
「
此
海
道
」
に
作
る
。

道
わ
ず
」
と
あ
る
。

あ
り
、
そ
の
自
注
に
「
巌
谷
修
、
日
下
部
東
作
は
皆
な
書
法
に
エ
み
な
り
。
日
本
西
人
を
謂
い
て
蟹
行
書
と
為
す
。
而
し
て
伊
呂
波
の
仮
名
は
乃
ち

通
訳
者
。
『
国
語
』
周
語
中
に
「
故
に
諸
を
門
外
に
坐
せ
し
め
て
、
舌
人
を
し
て
体
の
ま
ま
に
之
を
委
与
せ

し
む
」
と
あ
り
、
章
昭
の
注
に
「
舌
人
は
能
く
異
方
の
志
を
達
し
、
象
脊
の
官
な
り
」
と
あ
る
。

三
王
抵
家
に
「
遠
方
の
殊
俗
は
重
訳
し
て
朝
し
、
沢
は
方
外
に
及
ぶ
」
と
あ
る
。

（
日
本
語
に
は
）
仏
教
用
語
に
は
呉
音
が
多
く
、
儒
教
の
経
典
に
は
漢
語
が
多
く
用
い
ら
れ
る
。
近
年
で
は
更
に
欧
米
の
横
文
字

が
混
ざ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
通
訳
の
口
を
経
て
何
度
も
翻
訳
が
重
ね
ら
れ
た
た
め
、
中
国
語
を
よ
く
学
ん
だ
と
は
い
え
、
や
は
り
本
場

【
前
略
】
日
本
の
全
国
の
音
は
、
惟
だ
北
海
道
の
み
岐
異
有
り
て
、
其
の
余
は
同
じ
き
に
従
う
。
然
れ
ど
も
士
大
夫
の
文
言
、
語

長
く
し
て
助
詞
多
く
、
平
民
と
甚
だ
殊
な
る
。
若
し
市
井
商
買
の
言
を
以
て
籍
紳
に
施
せ
ば
、
則
ち
耳
を
塞
ぎ
て
退
け
り
。
故
に
其
の

語
に
通
ず
る
を
求
む
る
は
甚
だ
難
し
。
字
同
じ
く
し
て
声
異
な
り
、
語
同
じ
く
し
て
読
異
な
り
、
文
同
じ
く
し
て
義
異
な
る
。
故
に
其

の
文
を
訳
す
を
求
む
る
も
亦
た
難
し
。

D
 

日
本
全
国
の
発
音
で
は
、
北
海
道
だ
け
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
み
な
大
体
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
文
人
た
ち
の
書
い
た

の
発
音
に
は
及
ば
な
い
。

c
 

蛇
を
画
く
が
如
し
」
と
あ
る
。

③
舌
人

②
緬
紳

し

ゃ

く

お

お

お

び

は

さ

高
位
高
官
の
人
。
も
と
は
笏
を
紳
に
措
む
意
。
『
史
記
』
封
禅
書
に
「
其

④
重
繹

何
度
も
翻
訳
を
重
ね
る
こ
と
。
『
史
記
』
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B
 

原
本
「
其
七
十
二
」
（
定
本
「
其
七
十
七
」
）さ
か
の
ぼ

幾
人
漢
魏
潮
根
源
幾
人
か
漢
魏
の
根
源
に
潮
る

こ
の
か
た

唐
宋
以
還
格
尚
存
唐
宋
よ
り
以
還

難
怪
雖
林
買
争
市
怪
し
み
難
し

白
香
山
外
敷
随
園

A
 

定
本
で
は
詩
を
「
難
得
華
同
是
語
言
、
幾
経
重
繹
幾
分
門
。
字
韻
丁
尾
行
間
満
、
世
世
伯
憑
洛
誦
孫
」
と
改
め
て
い
る
が
、
自
注

で
は
後
半
の
「
日
本
全
国
音
」
以
下
を
「
其
讀
漢
文
多
顛
倒
読
之
、
注
上
中
下
甲
乙
等
字
於
行
間
以
為
識
、
間
附
土
音
為
釈
、
物
茂
卿

所
謂
旬
有
韻
、
丁
有
尾
也
」
と
改
訂
し
て
い
る
。
定
本
「
其
六
十
六
」
訳
注
稿
（
『
未
名
』
十
九
号
掲
載
、
二

0
0
一
年
三
月
）
参
照
。

G
 

文
章
は
、
文
が
長
く
て
助
詞
が
多
く
、
庶
民
と
か
な
り
離
れ
て
い
る
。
も
し
市
井
の
商
人
の
言
葉
を
高
位
高
官
の
人
た
ち
に
聞
か
せ
た

ら
、
耳
を
塞
い
で
逃
げ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
日
本
語
に
精
通
す
る
の
は
極
め
て
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。
日
本
語
は
字
が
同
じ

で
も
発
音
が
異
な
っ
た
り
、
語
が
同
じ
で
も
読
み
方
が
異
な
っ
た
り
、
文
が
同
じ
で
も
意
味
が
異
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
。
だ
か

ら
そ
の
文
章
を
翻
訳
し
よ
う
と
し
て
も
、
ま
た
難
し
い
。

①
第
三
句

本
「
其
七
十
七
」
訳
注
稿
B
①
参
照
。

②
白
香
山

随
園
を
数
う

鶏
林
は
新
羅
、
買
は
商
人
。
『
旧
唐
書
』
や
『
新
唐
書
』
の
白
居
易
伝
に
よ
る
と
、
白
居
易
の
詩
が
当
時
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
の
を

知
っ
て
、
新
羅
の
宰
相
が
金
に
糸
目
を
つ
け
ず
に
欲
し
が
っ
て
い
る
か
ら
と
、
新
羅
の
商
人
が
白
居
易
の
詩
を
買
い
求
め
た
と
い
う
故
事
に
拠
る
。
定

白
香
山
の
外
に

唐
の
詩
人
白
居
易
（
七
七
二
＼
八
四
六
）
。
字
は
楽
天
、
号
は
香
山
居
士
。
そ
の
詩
文
集
『
白
氏

格
尚
お
存
す
あ
き
な

鶏
林
買
の
争
い
て
市
う
を

[
韻
字
]
源
・
存
・
園
（
上
平
十
三
元
）
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澳
陽
雑
詠

し

る

ら

ん

よ

う

素
よ
り
絶
旬
を
為
す
能
わ
ず
。
此
の
巻
意
は
事
を
隷
す
に
在
り
。
乃
ち
南
宋
雑
事
詩
、
澳
陽
雑
味
の
例
に
佑
い
、

ほ
と
ん

排
比
し
て
之
を
成
す
。
東
人
之
を
見
て
、
転
笑
し
て
東
施
の
聾
に
妓
う
と
為
さ
ざ
る
者
は
幾
ど
希
な
り
。

曾
、
趙
翌
、
属
顎
、
趙
信
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
、
南
宋
の
都
臨
安
の
遺
事
を
題
材
と
し
た
詩
集
。
符
曾
が
百
一
首
を
詠
じ
た
他
は
、
六
名
が
そ
れ
ぞ
れ

百
首
ず
つ
を
詠
じ
、
計
七
百
一
首
の
大
規
模
な
雑
事
詩
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
後
に
注
が
施
さ
れ
、
明
の
田
汝
成
の
『
西
湖
遊
覧
志
』
『
西
湖
遊
覧

志
余
』
を
補
う
も
の
と
し
て
作
成
さ
れ
た
。
引
用
さ
れ
た
文
献
は
千
種
近
く
、
史
実
の
考
証
に
も
資
す
る
た
め
、
高
い
文
献
的
価
値
を
有
す
る
。

『
渫
京
雑
詠
』
の
誤
り
。
元
の
楊
允
学
の
撰
゜

ひ
そ
み

東
施
が
西
施
の
聾
に
な
ら
う
。
身
の
程
を
知
ら
ず
に
む
や
み
に
他
人
を
ま
ね
る
こ
と
の
た
と
え
。
『
荘
子
』
天
運
の
以
下
の
故
事
に
基
づ
く
。
「
故
に

ひ
ん

心
を
病
み
て
其
の
里
に
瞭
す
る
に
、
其
の
里
の
醜
人

見
て
之
を
美
と
し
、
帰
り
て
亦
た
心
を
捧
じ
て
其
の
里
に
瞑
す
。
其
の
里
の
富
人
は
之

ひ
っ
さ

を
見
て
、
堅
く
門
を
閉
し
て
出
で
ず
。
貧
人
は
之
を
見
て
、
妻
子
を
摯
げ
て
去
り
て
走
り
れ
。
彼
は
賊
の
美
な
る
を
知
る
も
、
瞑
の
美
な
る
所
以
を
知

西
施

E
 

D
 c
 

徳
潜
ら
の
唱
え
る
格
調
説
（
復
古
主
義
）
に
対
し
、
性
情
の
発
露
に
し
た
が
っ
て
自
由
に
歌
う
こ
と
を
主
張
す
る
性
霊
説
を
唱
え
た
。
平
明
な
そ
の
詩

風
は
白
居
易
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
著
に
『
小
倉
山
房
文
集
』
『
随
園
随
筆
』
『
随
園
詩
話
』
な
ど
が
あ
る
。

多
く
の
人
た
ち
が
漢
、
魏
ま
で
そ
の
源
を
遡
り
、
日
本
で
は
唐
宋
以
降
の
格
調
が
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
ど
お
り
で
朝
鮮

の
商
人
が
競
っ
て
黄
金
を
費
や
し
て
白
居
易
の
作
品
を
買
い
求
め
る
わ
け
だ
。
そ
れ
以
外
に
は
哀
枚
の
も
の
が
数
え
ら
れ
る
。

①
南
宋
雑
事
詩

【
前
略
】
余

②
 

清
の
詩
人
哀
枚
（
一
七
一
六
i
一
七
九
七
）
。
字
は
子
オ
、
号
は
随
園
。
沈

清
の
薙
正
元
（
一
七
二
三
）
年
か
ら
薙
正
二
(
-
七
二
四
）
年
に
か
け
て
、
七
名
の
杭
州
詩
人
沈
嘉
轍
、
呉
悼
、
陳
芝
光
、
符

文
集
』
は
平
安
時
代
に
日
本
に
伝
わ
り
、
広
く
愛
読
さ
れ
た
。

一
巻
百
八
首
。
元
の
上
都
渫
京
で
の
避
暑
、
行
幸
な
ど
を
詠
じ
た
も
の
。

③
薩
園

③
東
施
奴
聾
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B

①
慮
胎

A
 

G
 

F
 

ほ
と
ん

ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
『
孟
子
』
離
婁
下
に
「
人
の
禽
獣
に
異
な
る
所
以
の
者
は
、
幾
ど
希
な
り
。
庶
民
は
之
を

去
り
、
君
子
は
之
を
存
す
」
と
あ
る
、
趙
岐
の
注
に
「
幾
希
は
無
幾
な
り
」
と
あ
る
。

私
は
も
と
よ
り
絶
旬
を
作
る
の
が
不
得
意
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
二
巻
の
意
図
は
事
を
述
べ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
故
に
『
南
宋
雑
事

詩
』
や
『
渫
京
雑
詠
』
の
例
に
倣
っ
て
、
詩
と
注
を
配
列
さ
せ
た
。
日
本
人
は
こ
れ
を
読
ん
だ
ら
、
私
を
東
施
が
西
施
の
聾
に
倣
う
よ

う
な
、
身
の
程
知
ら
ず
と
、
笑
わ
な
い
も
の
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

定
本
で
は
詩
を
「
登
獨
斯
文
有
盛
衰
、
立
方
行
字
正
力
横
馳
。
不
知
近
日
維
林
買
、
誰
費
黄
金
更
購
詩
」
と
改
め
、
自
注
で
は
上
記

ア

メ

リ

カ

イ

ギ

リ

ス

の
部
分
を
「
近
世
文
人
、
愛
而
購
美
人
詩
稿
、
繹
英
土
文
集
突
（
近
世
の
文
人
、
変
じ
て
美
人
の
詩
稿
を
購
い
、
英
土
の
文
集
を
訳
せ

り
）
」
と
改
め
て
い
る
。
定
本
「
其
七
十
七
」
訳
注
稿
（
『
未
名
』
二
十
二
号
掲
載
、
二

0
0
四
年
三
月
）
参
照
。

原
本
「
其
七
十
三
」
（
定
本
「
其
七
十
八
」
）

虞
胎
累
劫
出
経
蔵

片
羽
猶
留
熟
昏
黄

饗
夜
六
時
丁
甲
守

一
千
餘
載
墨
猶
香『

菩
薩
処
胎
経
』
の
こ
と
。
後
秦
の
竺
仏
念
の
訳
。
釈
迦
が
入
滅
の
時
に
母
胎
に
処
し
て
阿
難
ら
に
説
法
し
た
も
の
。
『
大
正
新
脩
大

ら
ず
。
」
瞭
は
聾
み
の
意
。

劫
を
累
ね
て
経
蔵
よ
り
出
づ

じ
ゅ
く
し

片

羽

猶

お

留

む

熟

紙

の

黄

昼
夜
六
時
丁
甲
の
守
り
あ
り
て

一
千
余
載
墨
猶
お
香
ば
し

処
胎 ④

幾
希

[
韻
字
]
蔵
・
黄
・
香
（
下
平
七
陽
）

88 



当
時
の
墨
の
香
り
が
し
て
い
る
。

し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
六
丁
六
甲
の
神
々
が
昼
夜
二
十
四
時
間
に
わ
た
っ
て
そ
れ
を
見
守
り
、
千
年
余
り
が
過
ぎ
て
も
、
今
な
お
書
写

c
 

蔵
経
』
第
十
二
巻
三
八
四
番
に
収
録
。
五
帖
の
う
ち
、
第
二
、
第
三
、
第
四
の
三
帖
は
西
魏
時
代
の
書
写
で
あ
り
、
原
跛
に
よ
る
と
、
西
魏
の
大
統
十

六
（
五
五
0

)

年
二
月
八
日
に
、
陶
作
虎
ら
三
十
人
が
仏
法
興
隆
の
た
め
に
発
願
し
て
、
広
く
西
魏
国
内
の
仏
典
を
捜
し
求
め
、
陶
蘭
寺
に
お
い
て
前

四
ー
一
八
九
一
）
が
何
如
琉
公
使
に
跛
文
を
依
頼
し
た
際
、
沈
文
榮
が
代
行
し
た
も
の
は
第
二
巻
の
奥
書
に
見
え
る
。
定
本
「
其
七
十
八
」
訳
注
稿
G

長
い
年
月
を
重
ね
る
こ
と
。
劫
は
梵
語
k
a
l
p
a

の
音
訳
。
『
弘
明
集
』
正
謡
論
に
「
今
は
其
の
能
＜
衆
悪
の
栽
を
掘
り
、
三
毒
の
儘

を
滅
ぼ
し
、
五
戒
の
善
を
修
め
、
十
徳
の
美
を
尽
く
す
を
以
て
、
之
を
累
劫
に
行
い
、
倦
み
て
已
ま
ず
」
と
あ
る
。

か
ら
出
た
一
枚
の
羽
。
詩
文
や
書
画
な
ど
の
逸
品
の
た
と
え
。
明
の
王
世
貞
「
題
三
呉
楷
法
十
冊
」
其
五
（
『
禽
州
上
人
四
部
稿
』
巻
一
三
一
）
に
「
此

の
本
は
乃
ち
故
人
の
子
の
余
に
信
り
て
、
直
を
為
す
こ
と
十
千
、
因
り
て
留
め
て
此
に
置
く
。
吉
光
の
片
羽
に
比
す
る
の
み
」
と
あ
る
。

昏
は
紙
の
異
体
字
。
生
紙
に
加
工
を
施
し
て
、
書
写
適
性
を
向
上
さ
せ
た
紙
。
宋
、
部
博
『
聞
見
後
録
』
巻
二
八
に
「
唐
人
に
熟
紙
有
り
、
生
紙
有
り
。

初
夜
・
中
夜
・
後
夜
の
称
。
玄
契
『
大
唐
西
域
記
』
巻
二
「
印
度
総
述
」
に
「
六
時
は
合
せ
て
一
日
一
夜
を
成
す
。
昼
は
三
、
夜
は
三
」
と
あ
る
。

六
丁
六
甲
の
こ
と
。
道
教
に
登
場
す
る
天
界
の
軍
隊
を
指
揮
す
る
神
々
。

『
菩
薩
処
胎
経
』

丁
甲

熟
紙
は
所
謂
研
妙
し
て
光
を
輝
か
す
者
な
り
」
と
あ
る
。

⑥
 

⑤
六
時
仏
教
で
昼
夜
を
六
分
し
た
念
仏
読
経
の
時
刻
。
す
な
わ
ち
晨
朝
・
日
中
・
日
没

④
熟
雨

参
照
。

②
累
劫

も
の
と
し
て
は
現
存
最
古
の
写
経
と
さ
れ
る
。

後
二
年
を
か
け
て
書
写
作
業
を
完
成
さ
せ
、

③
片
羽

一
切
衆
生
の
仏
道
成
就
を
祈
願
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
出
土
品
で
は
な
く
人
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た

う
か
い
て
つ
じ
ょ
う

一
八
七
八
年
、
処
胎
経
を
蔵
す
る
知
恩
院
の
僧
養
鵬
徹
定
(
-
八
一

伝
説
上
の
神
獣
吉
光

は
歴
代
の
長
い
年
月
を
経
て
も
、
そ
の
精
美
を
き
わ
め
た
絶
品
が
な
お
、
黄
色
い
艶
の
あ
る
紙
に
よ
り
経
典
と

一
九
五
二
年
三
月
国
宝
に
指
定
。
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G
 

（
り
ゅ
う
う
ち
ん
・
南
開
大
学
教
授
）

（
は
や
し
か
な
・
京
都
府
立
大
学
教
授
）

（
以
上
、
劉

定
本
で
は
詩
が
「
一
千
五
百
年
前
紙
、
在
在
神
震
為
護
持
。
如
見
古
人
如
見
佛
、
焚
香
百
拝
展
経
時
」
と
改
め
ら
れ
、
自
注
で
は

「
蓋
日
本
喜
牧
蔵
」
以
下
の
「
所
患
惟
火
災
、
然
皆
作
石
室
蔵
之
（
患
う
所
は
惟
だ
火
災
の
み
。
然
し
て
皆
な
石
室
を
作
り
て
之
を
蔵
す
）
」

の
一
文
の
み
が
定
本
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
定
本
「
其
七
十
八
」
訳
注
稿
（
『
未
名
』
二
十
二
号
掲
載
、
二

0
0
四
年
一
二
月
）
参
照
。

雨
珍
）

（
本
稿
は
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
C
（
課
題
番
号
2
2
K
0
0
3
6
6
)

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
）
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